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近
世
の
暦
お
よ
び
陰
陽
道
に
関
す
る
資
料
群
の
う
ち
、
吉
川
家
文
書
は
、
地
方
の
暦
師
お
よ
び
陰

陽
師
の
活
動
が
わ
か
る
稀
有
な
資
料
群
で
あ
る
。
特
に
、
暦
や
土
御
門
家
が
発
給
し
た
文
書
だ
け
で

な
く
、
奈
良
で
作
成
さ
れ
た
文
書
資
料
や
、
吉
川
家
の
蔵
書
（
書
籍
史
料
）
が
質
量
と
も
に
充
実
し

て
い
る
た
め
、
研
究
利
用
す
る
者
の
視
角
に
よ
り
、
新
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
吉
川
家
文
書
を
研
究
者
の
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
使
用
し
て

は
き
た
が
、
資
料
群
の
全
体
像
へ
の
関
心
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
が

吉
川
家
文
書
の
ど
の
資
（
史
）
料
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
き
た
の
か
ま
と
め
、
吉
川
家
文
書
を
用

い
た
研
究
の
現
状
と
今
後
の
課
題
を
明
確
化
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
近
世
史
の
最
新
の
動
向
を
踏
ま

え
た
吉
川
家
文
書
分
析
の
具
体
例
と
し
て
、
近
年
研
究
が
進
ん
で
い
る
書
物
・
出
版
研
究
お
よ
び
蔵

書
研
究
の
方
法
論
を
援
用
し
、
吉
川
家
文
書
の
中
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
史
料
で
あ
る
「
暦
掛
り

記
録
」
を
分
析
し
た
。「
暦
掛
り
記
録
」
の
記
述
を
断
片
的
に
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
史
料
の

全
体
を
踏
ま
え
た
分
析
に
よ
り
、
先
行
研
究
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
陰
陽
町
の
暦
師
（
陰
陽

師
）
た
ち
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
象
へ
の
対
応
や
、
記
録
管
理
へ
の
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
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史
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方
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❶
吉
川
家
文
書
の
使
わ
れ
方

❷
吉
川
家
文
書
を
使
う

お
わ
り
に

　
吉
川
家
文
書
か
ら
考
え
る


